
〔Ⅶ〕紡績機械及び印刷機械

SPINNING AND PRINTING MACHINES

紡 績 機 械

SpiTmiIlg Machines

設備錘数の制限が解かれて以来､各紡績会社は増錘に

土腰命の努力を続け､今や一応の整備を完成した様に思わ

これる｡しかし戦時中の我国紡腐界の空白時代に於ける且

ての後進国の著しい接頭は､世界市場の状況を我国にと

､つて極めて不利なものとし､他方国内では 彼の人件費

◆等の高騰による原価高を生んだ為､我国紡績が再び世界

~市場に雄飛する為には､単なる錘数の整備のみではなく

劃期的優秀機の整備により､原価を切下げ､品質を向上

することが是非必要である｡かかる見地より､戦後各紡

会社に於てほ､増錘とならんでストパ･-･一′｢イドラフト

置や機械のラージパッケージ化に託て､極めて清澄な

一っ研究が続けられている｡時に精紡機のラージバッグ【ジ

イヒほ原価切下げの面に最も顕著な効果があり､従って研

二究も主として精紡機に向けられている｡

月ングリフト特殊精紡機

Lo叶g Lift SpimniI噌Frames

現在我国に於けるラージパック㌧-ジ精紡機の設備錘数

■ほ未だ極めて少い｡而も現在一般にラ←ジバツケージ精

紡機と云われているものは､矧 上は従来のものと何等

りなく､単にリング径やリフトを大きくした丈なので

バルーニングが過大になり､必然的に糸切数が増加する

ことになって､我国の様な低級原綿を主として使用する

周でほ､機械の生産高や糸切等の問題からラ←ジバッケ

ージの程度も米国等に較べて造に制約され､電力量の増

一大等を考慮するとあまり大きな経済的効果ほ期待し得な
い に思われる0かかる見地から日立製作所でほ某紡績

会社と協力し､従来のものと全く興った機構をもつラー

ジバック~←ジ
､日 涛機を完成した｡本機の斬新なる設計は

′他に類を見ないもので､一年余に亘る使用笑環ほ､未機

が従来の精紡機では到底期待し得ない劃期的高能率を発

･揮し､採算上も極めて有利であることを京している｡本

l志顎の仕様と構造についてほ後日発表する予定であるが､

やがて本扱が整備された紡績工場が操業を開始した掛こ

ほ､我国紡績界の注目の的となることを期待している次

≧第である｡

印 刷 機 械

Printimg Presses

二回転凸'改印刷磯を中心として印刷機械の設計製作に

自信を得た日立製作所は､引続いて斬新な設計の各種印

刷機を完成して斯界の注目を集めている｡

即ち､二回転凸坂印刷機と`してほ従来のA列並びにB

列全判塾の他に最新型の高速度B列半裁塾機2機種合計

10台を完成し､叉凸坂輪転機としてはアーチ型ユニッ

トを採入れた最新式のRLA型凸版輪転機2台を完成し

た｡

他方オフセット印刷機としてほ劃期的な両面4色長巻

オフセット輪転機の製作が着々として進行中であり､第

一段膵として両面2色機を完成して各種の試験が行われ

ている｡

叉､目下流行のビニール･フイルムや布地にダラビヤ

印刷を行う広幅多色輪転機として､日立は独特の設計に

なる4色機2台を完成して斯界をリードしている｡

以下各機械について簡単に紹介する｡

=回転凸版印刷機

Two RevolutionI.etterpresses

}‥高性能の二回転凸阪印刷機を多数印刷業界に送って､

我国印刷機製造業界を完全にり←ドするに至った日立製

作所は印刷機製作の当初から二回転凸版印刷機の改良､

特にその高速化に努力を傾注して来たのであるが､その

一成果としてTA4型HPV式高速度四六半裁塾二回転

凸版印刷機を完成したのでここにその概要を紹介する｡

第1図 TA4型HPV式四六半裁塑二回

転凸版印刷磯

Fig.1.TypeTA4Form HPV Two

Revolution Letterpres日
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第1図ほ本機の外観を京したものである｡

本機は日立が現在までに 作した多数のA列二全判型及

びB列全判塑二回転凸版印刷機の設計並びに製作上の経

鹸をもとにして､欧米諸国の最新の資料を

た結果､特に

紬に研究し

巧な高級印刷を目的として新たに設計製

作した高級二回転凸版印刷機である｡したがって本棟は

最近特に精巧な高級印刷を要求されるようになって克た

ヵタログやパンフレット等の印刷機として最も適したヰ)

のであると云うことが出

本機の版盤駆動の基木的機

いるが､空気緩衝

←レ式を基礎として

置ほ機械の運転中に於てもその圧力

を自由に調節出来る様､ なっている｡

インキ装置は1束の大きな金口-ラを中心にして､そ

の周りに多数の練ロrラを配置した所謂ピラミヅド塾で

ある｡このインキ装置の特色はインキ練作用が特に完全

であることであって､未横が高級印刷に適している一理

由である｡僻インキ装置全体はハンドルにより軽く後退

させること インキローラの取付け取外しを容易に

行うことが出来る様に設計されている0

排紙装置は印刷面上向チェイン式である｡排紙作用ほ

第一図匹見られる様に圧胴及び横 装置上部に夫々設置

されたスプロケットはエンドレスに掛けられたチェイン

によって行われる｡このチェインには夫々数個の紙取爪

をもつ2本のグリッパパーが取付けてあり､印刷を終了

した印刷紙は庄胴からの紙取爪に壁えられて積載板上に

排紙されるのである｡この装置は印刷速度の速い場合に

於ても紙質の如何を問わず如何なる印刷紙をも確芙に排

紙することの出来る特長をもっている｡倍この装置全休

ほ庄胴側のスプロケット軸を中心として上方iこ開き､イ

ンキローラの取付け取外し等の作業を容易に行い得る構

造となっている｡

積 装置は所謂不思議歯専横構により積敢紙の高さに

応じて積載板を自動的に降下させることの出

塑積載

るパイル

置である｡この降下速度は印刷紙の厚さに応じ

て自由に調節することが出来る｡この 戟装置全体はギ

ヤ側の取付軸をヒンヂとして前方に開く精造となってい

て､インキ装置の 節､インキP㌧-ラの刃文付け耳吏外し､

清偏等の作業ほ機械佐近接して簡便に行うことが出来

る｡しかしパイル塾積載装置に於てほ特に｢ 移り｣が

問題となり､現在のところ我国に於てはこれの対策とし

て非能率的な｢問紙｣や｢スノコ取り｣の方法がとられ

立日日がるーVて 作所では､現今 国特に莱:国に於て

盛んに使用されている能率的なドライ･パウダ法を研究

して､新型のパウダ･スプレイ 設並びにこれに使用す

るドライ･パウダを完成した｡本装置により｢哀移り｣

193;

は完全に防止され､パイル型積載装置を使用して麓率抽

な印刷仕事を行うことが出来る｡

本機の主な仕様ほ次の通りである｡

印刷用紙の大さ

最大印刷用紙

最大版画

排紙装置(学事量)

動機

機械の大きさ

B列 蔵(542mmx765mm)

590InmX8651Ⅱm

580Ⅱ1InX860Ⅱ1Tn

最大45枚/分

印刷面上向チェイン式パイル塑

(860mm)

2kW三相巻線塑誘導電動機

(可変 度用抵抗器付)

高1,485mmx糎2,255In-nX長

3,580Inm

積載排紙装置を闘いた場合

高1,900InmX幅2,560mI℃×長ニ

4,250Inm

本機ほ手 式であるが将来自動給紙機を設置して完全ニ

な自動二回転凸版印刷機とする計画である｡未桜と並ん■

で特に我国印刷業界の実情に即した新型の四六半裁型二

回転凸版印刷機を5台試作して目下試験中であるから叉,

近くその概 を紹介することが出来ることと思う｡

凸版輪転機

RotaryI｣etterpreSSeS

日立製作所ほ第2図の如く印刷機木体にアーチ型ユニ

ットを採用し､高速度精密印刷に適したRLA塑凸版輸′

転機2台を完成した｡内1台は既に某新聞社に納入され

てその高性能と使いよさを祢讃されている｡

本機はアーチ型ユニットを使用し､且つ各胴の軸受に▲

は大容量のテーパ･ローラ･ベアリングが使用してある.

節2図 RLA型凸版輪転機械

Fig.2.RLA Type RotaryLetterpressこ
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第3図 2ユ ニ ット の場合の配列

Fig･3･ElevationandSideView(Fo】derSide)ofRotaryLetterpress(2units)

我国で一役に使用されて来た書籍輪転機とこ

となり､丈が低く､構造は頑強であり､且つ運転は極め

て円滑であるから､｢紙通し｣､｢振付け｣､｢ムラ取り｣

■など取扱いが庫利であると共に高速運転に際して振動を

生ずることがない｡

叉､インキ装置は太いローラを数多く配置してあるか

ち､精密印刷に対しても十分なだけ完全にインキを練る

ことが出来る｡

木機は現在ほ1ユニットの両面1色機として完成され

ているが､ユニットの増設によって容易に多色機に改造

することが出来る｡第3図ほ2ユニットの場合の配列の

一例である｡

上記の他本機ほ次の様な諸特徴を持っている｡

i)版胴及び圧胴の歯革と枕ほ遽炭焼入攻研磨仕上を

｡施してあるから､長年に捗って高精度を操つことカ
る｡

ii)歯車の材質と加工には特に留意し､傘歯車にほス

パイラル歯型を用いてあるので､

静粛である｡

転は極めてH滑且つ

iii)壁ロ←ラの回転､移し〔･′-ラの運動及び金口ーラ

の横振り運動を胴の駆動と別個に取ってあるので､それ

らの運動が印刷状態に悪影響を与えることがない｡

王∇)折畳装置ほ折見当が自由に調整出来るような最新

式の機構を採用し､又折胴の間隔を紙厚に応じて調整し

うる様になっており､員数器は高速でも正確にカウント

する機構としてある｡

本機の坂胴は現在ほ鋳込 版を取付ける様i･こつくられ

ているが､この胴を改造すれば､本機ほ精密凸版輪転機

として完全に使用しうる条件を具えている｡本機はB列

全判隣巻型であるが､A列倍判型その他の大きさの機械

も製作することが出来る｡次に本機の仕様を掲げる｡

型 式

名 称

標準用紙

胴の直径

折 畳

電 動 機

主

RLAll≦型 BIFl式

日立:両面1色

B列本判横巻

245Tnm

B5

B5

B6

B6

16頁､

32貢､

32頁､

64頁､

B列全判型凸版輪転機

(765InmXl,085mIn)

最高 36,000部/時

′/ 18,000

// 36,000

｢/ 18,000

動機 10HP巻線型誘導電動機

補助電動機 2HP籠型誘導 動機

機械の大さ 長5,630×幅4,380×高1,850

なお本機にほ製版機として紙型取りプレス､鉛版鋳込機､

鉛版仕上機及びルーチング･マシンの4機が附属してい

る｡

オフセット輪転機

Web Oぽset Presses

25年匿某大印刷会社から受話して設計に着手した両

面4色長巻オフセット輪転機は､新聞輪転機も含めてこ

れ迄に我国で 作された印刷機の1月で最も複雑な機構

を持つ劃期的な印刷機である｡特に本機ほ附属装置とし

て､ 取紙自動制動装置､用紙調質装置､見当調整装置

インキ乾燥 置､各種安全装置など幾多の最新式の装置

を備えているので､日立はこれらiこ対してその有力な研
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究陣を動員して模型実験を行うなど､最も慎重な態度で

これと取組んで釆た｡

一方本機の 作は順抑こ進み､既に2ユニットの両面

2色機を完成して試刷を行ったが､その結果は極めて満

足すべきものであった｡目下これを更に両面4色機に拡

躾巾であり､■これが完成の阻ま教科書を始め色刷りの大

部那P刷物の生産能率を劃瑚自勺に向上させるものと期待

されている｡第4図ほ両面2色機を給紙側から見た写真

てテある｡

第4図 両面二色オフセット輪転機

Fig.4.Two-Color Perfecting Web

Oぽse亡 Press

オフセット輪転機用電動機

印刷機用電動機としてほ､これ迄1･5kW～7･5kW

4極又は6極の巻線型可変速度電動機を多数製作して来

たが､26年は更に25kW8極巻線型可変速度 動機を袈

作､某大印刷会社納入のオフセット輪転機用主電動機と

して使用､好結果を示している｡第5図は此の電動機で

あり､型式はEFO-DRで､次の様な特色を持っている｡

1.全負荷回転数から､その40%の回転蓬十数段階

に自由に速度調節が出

2.刷子の 流密度は極力小さく設計してあり､刷子

の発熱､消耗が少ない｡

3.転り軸受を使用し､泊

守を容易にすると共に､

れの心配を無くして､保

動機上部には通風孔を設

けず､塵が電動機内部に入り難い構造としている｡

此の輪転機の補助 動機としては､次の如きものを製作

した｡第6図はT■0→K O.75kW･15分定格ストンリー

ル用電動機で､ヤグネットブレーキ付のものである｡

3.7kW

･0.75kW

転)

0.4kW

O.2kW

EFO-DR 8極 始動用補助 動機

TO-Klつ 6極 ストソワール(巻紙伺

用‥‥ヤグネットプレ←キ付

TO-Klさ 4極 巻紙ブレーキバンド用

TO-Ⅹ15 4極 コントF,･-ラー操作用

マグネットブレーキ付

オフセット輪転機用主電動機
Main MotorforWeb Offset

Press,EFO-DIミ,25kW,8P,

200V,50`も

第6図

Fig.6.

マグネットブレーキ付補助電動機

Auxiliary MotorwithMagnet

Brake,TO-Ⅹ,0.75kW.6P,

15min.Rating,200V,50`も

オフセット輪転機用制御装置

制御装置ほ､制御盤､電動コントP←ラ､電磁ブレー

キ､押釦スイッチ､制限開閉器等よりなっている0

速度制御は主 動機の二次抵抗の挿脱によって行い､

最低速度は約40%である｡

二次抵抗の挿入短絡その他の操作ほすべて押釦スイヅ

第7図

Fig.7.

両面四色オフセット輪転機周制御盤

ControIPanelforColorPerfecting

Web Offset Press
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チによって行われ､同一操作を数個所で出来るようにな

っており､作業の安全について充分な考慮が払われた｡

第7図及び第8図に本輪転機に使用された制御盤と､

電動ブントローラを元す｡

第8図 両面四色オフ

セット輪転機用電動制

鱒器
Fig.8.MotoトOperated

Controller for 4-Color

Perfecting Web Offset

Press

ビニール･フィルム印刷機

Vinyl-Film Printing Presses

テーブル掛､風呂敷､洋傘､レインコート､カ←テン

等々､ビニール･フィルムの需要は増すばかりである｡

26年度は幅の余り広くない単色物が出廻っていたが､27

年度ほ広幅の多色物に進むものと思われる｡

日立は逸早くこの様な広巾･多色物を印刷するビニー

ル･フィルム印刷機の製作を計画し､既に2台を完成し

て大日本印風=KX及び千代田ダラビヤ印刷社へ納入し

た｡

本損は従来この種の印刷に用いられて来たドラム型或

ほユニット型の機械とほ全くことなる斬新な構造のもの

で､両型式の長所を た優れた性駆をもち､而も

設贅は極めて低廉であるという特長がある｡

即ち木機ほ第9図のように捺染磯のドラムの代りに各

阪胴毎に個別の圧胴を円弧状に配置し､これらを結ぶエ

ンドレス･アンダ･シートを取付けた特殊構造のもので

印刷間隔を乾燥に十分な丈にとることが出来ると共に不

都合な伸びを生じて見当の狂いを生ずる心配がなく､ビ

ニール･フイルム印刷機として理想的な性能を有するも

のである｡エンドレス･アンダ･シ㌧-一周のゴムブラン

ケットについてほ有力なゴム会社の献身的な協力に俵て

徹底的な研究に基いて極めて優秀な品物が完成された｡

なお染色業界の新しい問題として､従来の染料による

樟物の捺染に代って､顔料によるダラビヤ印刷が行われ

る傾向にあり､目下進歩的な染色業老や印刷会社で種々

この面の研究が行われている｡木椀はこの用途に対して

第9 図 RGC4-B8Rl型ビニールフィル

ム印刷機

Fig･9･TypeRGC4-BoRIFilm

VinylPrinting Press

も殆んどそのまま有効に使用することが出来るので､こ

の方面でも相当の需要が期待される｡

本磯の仕様は次の通りである｡

1･名 称 4色ビニール･フィルム印刷艶

2.型 式 RGC4型 B｡Rl式

3.要 目

フィルムの幅……‥･･最大1,525mIn

版胴の直径……･=‥･120-480Ⅱlm

印圧間隔‥‥‥‥‥･･1,360Inm

印刷速度川･･‥‥‥･15～100Ⅰ可min

者 燥…………冷風或は温風吹付式

冷却ローラの直径……600Inm

電 動 機……15HP三相分巻整流子電動横

印刷機版盤台滑り面の焔焼入

FlameⅡardening of Way Frame of

Printing Press

二回転印刷機において版盤は版盤台滑り面上を｢版蕗

コロ｣を介して､往復運動することにより印刷を行うの

であるが､長年月の使用によりこれらの滑り面に磨耗を

生じ印刷精度の低下する欠点があった｡日立製作所のB

列半裁塾二回転凸版印刷機はこの点を改善するため､阪

盤台及び版盤の滑り面に酸素アセチレン焔で表面焼入を･

行って硬度を高め､著しく耐磨耗性を向上せしめ､印刷

精度の永続的な保持を計ったものである｡

(1)烙焼入の方法

版盤:台及び版塞滑り面の烙焼入の方法は第10図に表

す如くで､火口に対して焼入面を徐々に移動させると焼.

人面ほ火口のガス焙にて急速に加熱された後､冷却水に

て急冷せられ焼入が行われる｡この際火口は焼入両を一
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節10図 漸進的煩購 入法

Fig.10･Progressive Flame Hardening Method

鷹人速度吻

第11図 焼入速度と焼入深さの関係

Fig.11.Relation between Hardening

Speed and Depth

様に加熱することが必要であると共に､その加熱能力即

煤ガスの放出能力は焼入深さと 係のある重要なも

ので､乱立製作所においては､版盤台及び阪盤の焼入に

適合する火口を特別に設計製作して使用した｡焼入面の

移動は12沢平削盤を改造した偉人装置で行った｡

(2)焼入速度と焼入深さとの関係

漸進法による烙焼入において､焼入深さは､焼人達度

数び火口の加熱能力により異るもので､この関係を調べ

るため肉厚40mm幅60mmの鋳鉄試験片を用いて契

験した結果を第11図に示す｡国中Hi･ま日立製の火口､

Aほ米国のAir ReductionCo.より購入せるより加熱

能力の大なる火口による結果である｡

(3)版盤台及び版盤滑り面の焙焼入

傑人㌻る版盤台及び阪盛は､焼入面以下を傑人装置の

水矧瑚こ入れて冷却Lながら一端より焼人速度140Im可
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第12図 版 整 煩 購 入 の 状 況

Fig･12･Flame HardeningofFormIkd

弟13図 鋳鉄の情焼

Fig.13.Microstructure

Hardened Cast

J､封l､:い..

Of Flame

Iron

m王nで焙焼入を行った｡酸素庄ほ4kg/cm2､アセチレ

ン庄ほ0･2kg/cIn2である｡第12図は版盤の烙焼入の

状況を示すものである｡

(4)焼入結果

焼人後表面を約0･2Ⅰ℃m研磨した後､ピッチ150mIn

毎にショアー硬度を測定した結果､62～69で一様な硬度

分布が得られた｡第13図は版盤台と同一形状の試験片

に対して､煩焼入を行ったものの断面の顕微鏡組織で､上

層部ほ過熱組織が現われているが､この部分は研磨され

てマルチンサイト+黒鉛の組織が残るものと考えられ

る｡

印刷機機の版盤台及び版盤の滑り面に燭焼入法を新た

に応用することにより､従来の鋳鉄のままのもの及び鋼

板張附のものに比し､著しくこの面の硬度を高め而も均

一な硬度分布を得たことほ一応の成果を収めたものと考

える0なお大型印刷機の版盤台及び版盤滑り面の烙焼人

に戯ては材質及び焼入歪について引続き研究中であり､

近い和こ結論を得られる段階にある｡
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